






要約:当科受診患児の約 50～70%が受動喫煙環境下にあり,喘息児で 73%,乳児で 57%が受動

喫煙環境下にあった。家族内喫煙者は父親がほとんどであった。受動喫煙に関心を有する

家庭は約 50～60%にみられたが,その対策については十分とはいいがたかった。 


